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1999年~三沢�立三沢��への
�任�令

 1998年12⽉25⽇クリスマス、それまで�が開発に�わ

っていた�がん薬の����が下りました。ちょうどその

�、��では�薬の��を成功させた責任者が、かなり良

い�件で�薬��に��することがトレンドとなっていま

した。そこで�も、それを�に��の成果を�っ提げて�

薬��に��しようと思い、活動を�めたのです。

 しかし、��にもそれは思うように、はかどりませんで

した。�業から提⽰される�件が決して�⾜のいくもので

はなかったからです。中には��が臨時�員並に�く、ボ

ーナスもゼロで�宅は⾃腹、�えて仕事の��は１年ごと

の更�という、��から�う気がないのが⾒え⾒えの酷い

ものまでありました。なんだ、⾃�はそんなに期待されて

いないのか��までの20年間の研�には何の�味もなか

ったのかと、�⼒�を�じたことも⼀度や⼆度ではありま

せん。

 そして、そんな�伐とした気�に�い打ちをかけるよう

に�いたのが「三沢�立三沢��の副��を」という�で

した。��してくださった�のご�向など�えることもな

く、�さら副��のポストに�く気はありません、と��

にお�りしたのです。「では、��なら�」と畳みかけら

れても��を�け、�事をお待ちいただくという状況でし

た。

 ところが、その�⽉のゴシップ��を⾒て��しまし

た。そこには�が「�期三沢�立三沢����」になる

と、����りの�事が�っていたのです。

 ⼀体�がリークしたのだろう(当時の三沢��との�も

ありました)��も�相は�のままですが、いずれにして

もこのような��があって、�はやむなく�５代三沢�立

三沢����として、当�に�任することになりました。

50歳の時のことです。

それは1998年12⽉25⽇から�まった
―⻘��立中央��時代

�果的だが専⾨的な知識や技�が必�とされるがん

の薬�が�場し�めた1980年代から、消��がんを

中�に種々の固形がんに�する��療�の��、�

��がん�の臨���を積�的に⾏い、⽇�のがん

��療�の��を�えてきた。

2006年には、��保��療�酬��基金��功�者

として�⽣労働⼤���を受賞。

2009年⽇�胃������任。

⽇�胃�����を�める2011年3⽉に三沢�で�

83回胃���が開�される。



�５代三沢�立三沢�����任へ

�任早々待っていたのは・・・

�査��も古く、しかもそのほとんど

がリース。��不⾜から��金の�可

も得られず、��の更�など、とても

�えられない状況だったのです。

 そこで、三沢��にお願いして「予

算はないが何とかする」というお�葉

だけを頼りに活動を開�し、⼀�に�

任した星克樹先⽣による���内科も

�動しました。こちらは、バスタオル

で冷やしながら��カテーテル�査を

�々と⾏うという状況でした。

 �の年には、��カテーテル�査Ｘ

���を��しました。���内科に

はこの�、�師が��されて２�での

体制となり、これは現在まで�いてい

ます。⼀�、消��内科では当時在籍

していた棟�正樹�師をはじめとして

津�亮佑�師などが活�。⽇�消��

���、⽇�消��内����の指�

��の指�を受け、若⼿の�成にも�

めるようになりました。

 ��の⾯では、���の�査ができ

るＭＲＩ(これはメーカーに�されて、

これしか�れられないと�われた)を�

�して����の��を⾏い、�療の

幅を�げました。

 また、�⼯����についてはベッ

ド４�のみの��でしたが、�局を�

げるという�味もあって別棟を�築、

12�の��⽤ベッドを��しました。
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 当�への�業は、⼤��時代のアル

バイトを�めると�に５回⽬でした。

「とにかく４年間で良いから」と�わ

れていたので、当�は“やけくそ”とい

う�じだったのを覚えています。

 さて、�任早々の�を待っていたの

は標�(�来�者�から�算した�師の

標��に�けていること)という現�で

した。いきなり�題が�げかけられた

のです。当時は�国的に�師不⾜が�

ばれていましたが、当�もご��にも

れず、��16�の�師�が必�なはず

のところ、当�の�師は13�を�える

のみでした。

 ��の仕事は、�師��のお願いの

ため、�前⼤�をはじめいろいろな�

�へ��のように�掛けることでし

た。形成�科、⻭科⼝��科などの�

療科の��、また����師の�員や

���科�師の��など、標�回�に

⼿を尽くし、かつ��に�を砕く�⽇

でした。

 まずは、��体制から脱�しなけれ

ばいけません。当時の不良債�は４�

円�上に上り、�金もままならない状

況で、��の更�はもちろん��購�

など�のまた�。�来の���の�が

�れても�を積んで固�し、何とか間

に�わせるという、冗�のようなエピ

ソードもありました。

��の�⾰



 同時に�間ドック事業も��して、⽇�り・１泊２⽇

ドックに�え����事業を�開し、⽇��間ドック�

�の指�を得るに�っています。この�間ドックは、�

前⼤�の河����師に��いただき、��した��と

�頼を得ています。河��師は�間ドック専⾨�とし

て、当�の事業にも��いただいています。

 そこで、��の独⾃性を打ち�そうと�えました。

「がん�療」を前⾯に�して��・�療の��を⽬指し

たわけです。�来がん��療�は、�でこそどこの��

でも��に⾏われている�療�です。しかし当時の⻘�

�でこれを⾏っている��は�常に�なく、地域�療�

�としては当�がその先�けだったと�えるでしょう。

「がん�療といえば三沢�立三沢��」と�われるよう

にしようと、��と��つくりに奔⾛しました。これが

当�におけるがん�来��療�の�まりだったのです。

 ⽇�臨�腫���の指���に��された�、当時内

科に在籍していた武�理�師がまずがん薬物療�専⾨�

を�得、同じく棟��師がそれに�きました。丁度この

時期当�で研�を⾏っていた�樂�平�師(�や�界で

�だたるオンコロジストとして内�で活�中)は、常々

「�のルーツは三沢�立三沢��です」と�ってくれて

います。

 棟��師が中�となってがん�療は��し、現在の内

科��・鈴⽊⼀��師もがん薬物療�専⾨�を�得し

て、当�は⼀�⻘��の重点��となりました。

 �科⼿�についても��也�師の�任によって��に

��し、その�は400例にまで�しました。�科�療に

ついても、かつての��を�拭したものと思っていま

す。

⼟�⽇閉�のこと 

 1999年当時、���などは⼟�⽇を閉�としていま

した。しかし、��の�といえば４�５休で⼟�⽇も�

療を⾏い、����員が受�している状況でした。これ

に�得がいかなかった�は「黒�になったら�休２⽇で

いいですか�」と星先⽣とともに三沢��に提�しまし

た。するとその�えは「いいけれど、黒�になるの�」

 �は、その1999年度の当�では単年度黒�になると

いう奇�が�こっていたのです。そのため、2000年か

ら早�、��の�休２⽇制を�現しました。この体制は

�も�いていますが、��は「働き��⾰」のスローガ

ンのもと、�休３⽇制の�現を⽬指します。

 このように、ソフト⾯では�々に��の度�いを�め

ていた当�ですが、もう⼀�のハード⾯、�体的に�う

と��の⽼��は⽬を覆うばかりで、⼤���な状況で

した。⾬が�れば何と�から⾬漏り(�）がするという

�じられない現�や、�になると�が��を�う…とい

った��です。これではいけないと�築を�え�めたの

もこの時期でした。

 �い、2000年から2010年まで単年度黒�が�いたこ

ともあり、���築��が�体�する�びとなりまし

た。139�円の⼤事業です。

各�療科は� 

 1999年�の当�では、���酔⼿�が140件ほどで、

�科では20件に�たないという情けない状�でした。

 がん�者の��は１�のみ。なぜなら、�来でがんと

わかれば他�への��もないまま、�者さんが⾃主的に

他へ��する…何とも�いようのない状況でした。

地域がん�療���点��へ 

 当�のがん�者は�師の��や����によって��

に��しました。ことがん�療の⾯では、�内の�点で

ある�戸�立����、⼗和⽥�立中央��、⻘��立

中央��に優るとも劣らない�⼀�の��として�識さ

れるようになりました。�く�州地�の�者さんが当�

を頼って受�されたという�きの事�もあるほどです。

 こうして⼀気に活気づいた状況の中、国が�めたがん

�者への�てん��療と�和�療の波に乗っていち早く

体制を�えていた当�は、�に2007年、地域がん�療

���点��に指�されました。この決�を�員から�

�お電�いただいたことは、�でもはっきり覚えていま

す。⾃らの使�として、研�に�めてきたがん�療がよ

うやく�められたと、�体が�えるほどの喜びを�じま

した。



 ただ…�念なことにその�、この国

�プロジェクトは2018年におかしな制

度�⾰のあおりを受け、�挫しまし

た。国の政策が、いかに脆�であるか

を思い知らされたエピソードです。

すという地��療の現状は��される

のでしょう。

 この状況を乗り�えるには、当�の

知�度や�⼒��⼒をさらに上げるこ

とが⼤切と�えました。�理⽮理切り

�られた科は⾏�で埋める�⼒をしよ

う、研���としての⼀�を保つには

��していて�頼できる内科から研�

を�めていこうと、まずは�前⼤��

�との����として星専任�師のも

と指�を開�したのです。

 その�果、当�は100％�師�⾜率

を�保し、�理��を⾏うことで�に

�理型研���としても��され、�

年１〜２�の研��を指�するように

なりました。研��に喜ばれる指��

�として�気が�いと思っています。

臨�研���

ー 臨�研��制度の波と三沢
 �立三沢����の��

 ⼀�、その「国の政策」によって臨

�研��制度が�まりました。�師の

��が��になる中、⻘��で�師の

�き上げや�療科の�⼩が⾏われ�め

たのです。�に���科や⽿�科など

については当�から�療科をなくし、

�師を⼗和⽥�立中央��や�戸�立

����その他の��の⼤きな��に

�す�が��されていました。���

科では当�の���がこの異動に��

し、�否したため��を決めたのです

が、これにより��14年間、�前⼤�

との�流を�つことになってしまいま

した。⽿�科�師の��中⽌もそのひ

とつでした。また、⼤�まで�を呼び

つけ「来�から��はない」と�える

�授さえいました。

 �上の理論で�理�を�し�めよう

という思いつきが国の政策として採⽤

されるとき、必ずそのしわ�せはいび

つな形となって地�の��に�いかか

ります。��が林立する都��だけに

⽬を向けていると、�療科の�⽌が地

域の�たちの��に⼤きな��を�ぼ

�築��

 2009年まで当�は、順�に黒��

�を�けていました。そのこともあっ

て��の⽼��と使い�⼿の�さ、⾒

た⽬の�さ、�⾞場がないなどの��

件を�消するために、�築��の�が

持ち上がりました。��地の����

や�件��などが��を�めた�員に

より�し�われ、��的に現在地への

��が決�したのです。

 ���⼯には�々な��があったも

のの、ともかく2005年には形が�え

られ2010年10⽉、�成した���に�

�することができました。ただ、この

時の⼯事�⽤の��金が未だに���

�を圧�しているのは⽪⾁なことで

す。
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 2001年、がん��療��てん�の�え�を��に指

�する⽬的で、書籍の��に�わりました。�⼀�の

「オンコロジストはこう�療している 胃がん�療と�

�療�」を⽪切りに、�がん、��科がん、⼤腸がん、

��がん、�がん・胆�がんなどのがん腫に�する�療

の��を、専⾨��兄のお⼒を�りながら、時代に�わ

せて��し�々と��、�に�り�したのです。

 また、�刊��「臨�腫�プラクティス」を2005年

に�刊し、2020年まで�けました。IT時代の�来など

が��で��の需�が�減し、�を消さざるを得なくな

るまで�いたのは�や思い�となっています。

 

 併せて、そこそこの��を開�して��なども⾏いま

した。その主なものは―
 

 まずは、2003年に開�された�10回東北�和�療研

��の主�です。

 同研��は当時古牧温�と呼ばれていた�場で、２⽇

間にわたって開�しました。東北地�の各地から�師、

看�師が��し、活発な�⾒が�び�ったことを思い�

します。これには当時、当�の�科�だった��師が�

�していて、�の中、��ぎで�形に⾏ったことは�も

鮮�に��しています。

 �国レベルの��も主�しました。2009年⽇�胃�

����が�研有���の�⼝�晴先⽣のもと開�され

た�81回��において、�83回����に��された

のです。

 三沢�の�模や�員、専⾨�師、�場などの⾯から、

⼤きな��の主�は�ぶまれましたが、当時、当�の事

�局�であった⼤��が��立��に向けて�場パシフ

ィコ��を⾒�し、「簡単カンタン⼤丈夫」との���

を押して�挙に臨み、��⾺なしで当�しました。�思

えば��な�けでした。当�の�師が15�で、����

に�われるものはわずか4�…。��的には��とも、

���とも�える�まりだったので、さすがに当�は�

�に暮れたこともありましたが、ともかく�は�げられ

たのだと腹をくくりました。

 

 ��の事��はもちろん看�師�、更には三沢�の�

員まで�り�してバスのガイドから�⾞場�まで⾏って

もらい、�内３�場、⻘��と��堂を貸し切る形でイ

ベントの��は�まりました。��の�題��や�国�

�者の招��待などについては、当地�の�科�の協⼒

をいただいたほか、当時��⼤�に在籍していた���

郎�師や、同じく埼⽟�立がんセンターの�⼝研成�師

らの⼒と知識をお�りして、�⽇�くまでプログラムを

作成し�成しました。協⼒いただいた�々�てが⼿�当

のボランティアで、�休・��であったことは�も申し

�なく、同時に��しています。

 そして�に2011年3⽉3⽇〜5⽇、⼩�の中で胃���

は開�されました。⼝の�い�師から「⼤�の�内�レ

ベルの�模でよくやるよ」と��されたりもしました

が…。

 昨�、地�での��開�が�減している中で、温�地

での開�は未だに仲間内の�り草で、先���に�う

��活動について



たびに「あの��は�しかった。ありがとう」と�われ

ます。

 現在、ほとんどの��はその��を業者に��げして

⾏われています。当�ですが、業者も流れ作業で��し

ますから、�場も⼤都�に�い�個性なホールが�く、

開�した��は、�体的に��ではあるけれど�鮮味の

ない、���あふれるものになってしまいがちです。し

かし、2010年度の⽇�胃���は、まさに三沢�が⼀�

となって��した「⼿作り」のイベントでした。だから

こそ、��者の�に�烈な良い思い�として�みつけら

れたのだと⾃負しています。

 

 ところで、三沢�は「⽶�基地の街」という�も持っ

ています。そこで、この��のもう⼀つの⽬⽟として、

⽶�基地で��員���を��しました。これは当時の

⽶�三沢基地��司令�、並びに⽶�三沢基地���の

�⼤なご協⼒によって�現しました。�場へはバスで�

動、個�では�ることができないので事前に��を提�

し、�国�はパスポートが必�でした。

 これは、三沢�がいかに⽶�基地と良�な��を持っ

ているかを⽰す�左です。���を⽶�基地で⾏ったの

は前代未�のことではないでしょうか�三沢��も��

の�を⽰されていました。

 こうして⾏われた��は、�い⼤盛況のうちに�了し

ました。しかし、その��も冷めやらぬ１�間�の2011

年３⽉11⽇14時46�18�、��⼤きな�れが���を�

いました。いわゆる東北地��平�沖地�の発⽣です。

 

 三沢�内は�電し、電気が付いているのは⾃�発電を

している当�だけでした。��すら灯らない街に、��

だけが⼤きな⿃が⽻を�げるように三沢�に�在してい

ました。あたかも不�城のように。

 �いにも当�の��はゼロ、�者さんも��でした

が、この�にあの⼤津波のニュースが�々と�り、そし

て��⼒発電�の�発とメルトダウンが�じられるに�

って、背中に冷たいものが⾛りました。現場責任者の�

⾒を�かず、あたかも物知りのように「待て」の指⽰を

�していた当時の政�中�の��さに、責任を�れと�

いたくなるのは�⼀�ではないでしょう。

 

 この⼤災�・⼤事故から早10年が�ぎましたが、果た

して�当に状況は良くなったのでしょうか�2021年2⽉

12⽇午�11時03�、再び⼤きな地�が�きています。

 



���療����へ配�

 2012年 ⻘��立中央��から����師（現 �

�）を�え�療研�のさらなる向上を果たす��が�ま

っています。その⽬⽟の⼀つが����の��に�れず

三沢�立三沢��も��に⼒を�れてきました。それま

で�前や盛��⾯へ���査�頼をしていたPET‐CTを
2015年に��して、がん�療���点��の�気を⽰

しました。

 さらには2018年ロボット⼿���ダヴィンチを��

し、⻘��の⼆⼤�点の1つとして��づけ泌尿�科⼿

�（主に前立�がん）を�前⼤�と協⼒、�いで�科�

腸がん⼿�を可�にして��科⼿�も可�にしました。

あとは��と⼿�件�の��、研�の��を⽬指すとこ

ろになっています。

  ダヴィンチによる⼿�は、前立�がん、�腸がん、����・���性腫�に�して

これまでに�わせて100件�上が⾏われている  ⼀��者さんと動�を�け、�型コロナ

ウイルスの�染リスクを�⼩�にするため��されたプレハブ   ここでは平⽇の午

�、予�制で発��来が⾏われている  発��来ではその場でレントゲン��や⾎��

査ができる     内科�回�の��。�者さんの�状を把�し�療��に�する��

や研��への指�が⾏われている



 そう思う間もなく2020年2⽉には、いわゆる�型コ

ロナウイルス�染のパンデミックが発⽣しました。

WHOの⽢さがますます�界の�染�⼤に拍⾞をかけ、

現在も⽇�国�は我�を�いられています。わが国⼀�

となって開�されるはずだったオリンピックも先⾏きは

不��、政�・利�にしがみつきたいだけの�の気�の

なさだけが�々と��されるに�って、���⼒が⼀気

に声を上げだしています。中央の�⼒者の思惑と⽣活者

である国�との�離、国�の間でも�染者に�するいわ

れのない�別が�⾯�するなど、�にやるせない状況と

なりました。�えてマスコミも「��の⾃由」を��符

に、⼗�な��のない�味��な�動を�り�していま

す。とても��的とは思えない情�を発�し、⼤�に�

怖�を�え付けるのが��の仕事だと思っているのでし

ょうか�

 

 当�は、2020年2⽉から��していたプレハブの発

��来を開�しました。時には�材に来た中央のマスコ

ミ(タレントまがいのキャスター)から「そこまでする必

�があるんですか�」などと⼩⾺鹿にされたりしたもの

の、�では先⾒の�のある⼀⼤事業であると�知されて

います。発��来の��を提�した当��員の賢�さを

�めて⾃�したい気持ちで⼀�です。�や当�は、�染

制�の⾯でも⻘��のオピニオンリーダーとなっている

ようです。事�、専⾨�員の��を��されるまでに頼

られているのですから。

 

 当�は、これからも上⼗三地域�療の�として地域�

�の��と�寧を�り、若⼿�師の�成から地域�療の

��などを主�して⻘��、ひいては⽇�そして�界に

この気�を⾒せつけていくものと�じています。

 

 �、�⽥ 優はこれまでマスコミ・���やその他�

療��者からの��を�びてきたこともありました。し

かし、22年間、三沢�立三沢��のトップとして�ず

かしくない仕事をしてきたものと思っています。

 �上、�と当�の��を正�に��してきたつもりで

すが、さて、これを�まれた�兄はいかが思われるでし

ょうか�

�⽥ 優（さかた ゆう）

⽇�内科�����指��、⽇�消����

����指��、⽇�消��内����専⾨

�指��、⽇�臨�腫���指��

 

 1973年 �前⼤�����業

 1977年 �前⼤����研�科�了

 1980年 �前⼤����附属���⼀内科

     助⼿

 1985年 �前⼤����附属���⼀内科

     �師

 1985年 ��省在�研�員として⽶国メ

     イヨ―クリニック、サンフラン 

     シスコメディカルセンターへ

 1990年 �⼒��療����

 1992年 �前⼤����附属���⼀内科

     助�授

 1992年 ⻘��立中央��成��内科��

     �前⼤�����常��師

 1994年 ⻘��立中央��消��内科��

     兼任

 1995年 ⻘��立中央��消��内科��

     専任

 1998年 ⻘��立中央���療局��、消

     ��内科��、内����兼任

     �前⼤����臨��授

 1999年 三沢�立三沢����

 2013年 三沢�立三沢��事業�理者

     兼��

 2017年 三沢�立三沢��事業�理者

10⽉〜12⽉

かいり



 三沢�立三沢��

 〠033-0022
⻘��三沢�⼤�三沢��⼝164�地65�

電�    ���0176-53-2161（代�）
ＦＡＸ���0176-53-2173

http://www.hospital.misawa.aomori.jp
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